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の授業を受講していたので、発表や質疑応答も自
信を持ってできました。

私は今年の9月に、工学研究科博士（後期）課
程を半年短縮して2年半で修了、博士号を取得し
ました。卒業年次の博士（後期）課程女子を対象
にした研究奨励賞「北海道大学大塚賞」をいただ
き、授賞式では大塚榮子名誉教授からも励ましの
言葉をいただきました。10月からは日本学術振興
協会の若手研究者奨励育成制度による研究奨励の
もとポストドクターとして活動する機会を与えら
れ、北海道大学エネルギー変換マテリアル研究セ
ンターで引き続き研究に取り組んでいます。

学部生は4年次に研究室に配属され、卒論の研
究テーマを決定します。このときから研究者とし
て、自身の研究テーマに責任を持って取り組むこ
とが求められます。
研究の基本はデータ収集（実験等）・解析・報
告です。先生方の立ち会いのもとですべての実験
を行うわけではないので、結果の報告が重要です。
先生方はいつでも耳を傾けてくれ、困難があれば
一緒に解決策を練り、良い成果が出れば共に喜び、
ディスカッションを通じて研究の方針決定や軌道
修正などを図ります。結果が何につながるか、ど
のように活かされるのかを主体的に考えることが
尊重されます。

研究の成果を公表する場として学会があり、学
生も発表する機会に恵まれます。学会は意見交換
の場でもあるため、研究背景から実験の詳細、そ
の研究の将来展望までが質問され、学生でも一人
の研究者と見なされます。
工学部には積極的に研究に取り組む学生への支
援の一環として、CEEDの国際会議派遣支援制度
があります。国際学会に参加するための渡航費用
をCEEDが援助するもので、書類審査と英語で答
弁する面接に合格した学生に与えられます。
私は幸い支援をいただき、平成18年3月に

International Symposium on Micro and Nano
Technology（台湾）に参加、発表した成果は
Best Student Paper Awardを受賞しました。審
査員の方からは「質問に対する答弁を通じて、研
究に対する積極性や理解度の高さが伝わった」と
高く評価していただきました。学会で知り合った
学生や研究員ともお互いの研究について語り合
い、親睦を深めることができ、良い想い出になり
ました。国際会議でのコミュニケーションには英
語が必須ですが、CEEDで開催されている英会話

教えて！
研究室で学ぶこと

▲波紋を観測するため、レーザーを観測物に当てる藤倉さん（写真右）。多数の鏡、
レンズの位置合わせをしなければ波紋が生じないので、厳密な調整が必要です。

「伝わる」「共鳴する」
弾性波の性質を応用した
高度な利用方法を考える

もっと詳しい情報が知りたい人は工学部HPへ！　http://www.eng.hokudai.ac.jp/

に、動画として観察することができます。
このような研究によって基礎的な物理学を

より深く理解し、弾性波をより高度に利用す
る方法を模索しています。

この研究室では、研究に必要な物理学、数
学、測定技術をゼミで勉強します。原理的な
ことから学び、幅広い応用力を養うのです。
実験には複雑な光学系実験機材（レーザー、
レンズ、ミラーなど）の調整が必要ですが、
先生や先輩の大学院生と一緒に実験を行うこ
とで、だいたい数ヵ月で一人でも実験できる
ようになります。藤倉さんも日々、試行錯誤
しながら実験しています。
ライト先生が英国人であることもあって、

研究室には、外国人の先生やポストドクタ
ーが滞在することが多く、国際色豊かです。
ライト先生は日本語もペラペラなので英語
はちょっと苦手という人でも心配はありま
せんが、英語でのコミュニケーション能力
を身につけるチャンスとして、あえて英語
で会話する学生も多いようです。

工学系教育研究センター（CEED）の経済的支援を受けて

国際学会に参加
Best Student Paper Award受賞！

大学院工学研究科博士（後期）課程修了
北海道大学エネルギー変換マテリアル研究センター所属
ポストドクター齊田愛子さん

CEEDホームページ http://www.ceed.eng.hokudai.ac.jp/

取材協力
ライト・オリバー・バーナード先生
松田 理先生
藤倉 崇さん（応用理工系学科4年）
取材［学生編集委員］中村 俊洋 膨
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この研究室では、「耐震」「免震」をキー
ワードに研究を行っています。
「耐震」とは、その建物の強度を上げる

ことで地震によって建物が崩壊してしまう
のを防ぐ手法です。また、「免震」とは、地
震が起こってもその揺れを建物に直接伝え
ないようにすることによって建物に被害を
与えないようにする方法です。免震するこ
とによって、地震時に地面で感じるような
大きな揺れを建物の中で感じることはなく
なり、ゆっくり揺れる程度なので、大地震
時にタンスが倒れてくるなどの事態が起こ
りにくくなるという大きな利点があります。
大学院生の武田さんは、日本基督（キリ

スト）教団函館教会の耐震性能に関する研
究をしています。これは、菊地先生が受け
た「北海道の地震環境に基づく歴史的建造
物の戦略的保存再生法に関する研究」とい
うテーマの文部科学省 科学研究費補助金に
よって調査・研究が実現しました。

実は、日常生活では気づかない程度です
が、地面はいつも揺れています。この振動
を「微動」と言いますが、それにより建築
物も揺れているのです。建物の微動を高性
能な振動計で観測し、コンピュータで再現
し、耐震性能を検討していきます。
日本基督教団函館教会の場合も、まず建

造物を見に行き、ヒビや剥落の状態を調べ、
機材を使い建造物の揺れを測定しました。
揺れの測定では、ドアの開閉や近くの自動
車の通行など周囲の振動の影響を受けやす
いので、閉館後の人の少ない時間帯に測定
を行います。
測定の結果は、コンピュータシミュレー

ションで再現します。最終的には、揺れを
抑えるような構造をコンピュータで構築し、
大きな地震に耐え得るような補強を所有者
に提案するのです。
この研究の魅力は、実際に観光名所とし

て知られている建造物を、自分たちの手で
守るための提案をすることです。何十年も
前に作られ、現在も街の景観を形成してい
る建造物を、これからも残していく重要性
を担うことができるのです。
この研究室では学会への参加も盛んで、

平成17年度は日本免震構造協会の「技術賞」、
平成18年度は日本建築学会の「優秀修士論
文賞」を受賞した学生もいるそうです。
また、余暇として毎年、研究室で旅行に

行くほか、機会を見て飲み会や鍋パーティー、
かき氷会などの小さいイベントも開きます。
この冬はスキー旅行を企画しています。

平板・面構造、材料非線形解析、耐震構造、免震構造キーワード

http://spae-sg.eng.hokudai.ac.jp/9kou/index.htmlHP

熱エネルギー変換及び利用工学、反応を伴う熱物質移動の解析制御、環境低負荷型エ
ネルギーシステム、高速拡散燃焼及びシミュレーション

キーワード

http://energy-me.eng.hokudai.ac.jp/HP

金属・半導体・誘電体の薄膜構造・ナノ構造における超短パルスレーザーによる超音
波発生・検出、表面弾性波の可視化、固体内での超高速の電子・熱拡散など

キーワード

http://kino-ap.eng.hokudai.ac.jp/j-index.htmlHP

ソフト認証・Webマイニング・データマイニング・パターン認識・感性工学とラフ集
合・音声情報処理・学習理論・画像処理

キーワード

http://prml.main.ist.hokudai.ac.jp/HP
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▲北海道大学大塚賞授賞式にて。（前列左端が大塚榮子名誉教授）

自分の研究が何につながるか
どう活かされるのかを考える

研究に対する積極性や
理解度を評価されて受賞

励ましを受け、若手研究者として活動

人類が環境との調和を保ちながらゆたかで、健康で、住み良い生活を営み、種々の生活活動を
行う上で必要な、安全で安心のできる空間・施設・資源エネルギー・物質循環システムを創成
できる人材の育成をめざしています。

機械知能工学科
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研
究
室

機械工学からイメージされる分野のみならず、バイオ、ナノ・マイクロ、エネルギー・環境、
極限フロンティア等、時代の最先端をゆく新領域の研究・開発に対応できる研究者、技術者の
育成をめざしています。

情報エレクトロニクス学科
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学
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21世紀の産業・経済の活性化において、IT分野の指導的人材の育成は不可欠なものです。情
報科学とエレクトロニクスを総合したIT分野の先導的な教育カリキュラムを提供しています。

応用理工系学科

量子機能工学研究室

物理・化学・生物・物質の基礎科学に基づく新しい工学の芽の創出を共通理念とした研究と教
育を行っています。科学技術の未来を切り開く技術者や先端的・学際的研究を行う研究者が育
っています。

地震に耐えうる構造物を研究する

建物の「揺れ」をコンピュータで再現

国際色豊かな研究室で英会話も…

卒業論文では、これまでの知識を応用することで、
未知の研究課題を解決することに挑戦します。特に
環境社会工学科の建築系コースの場合は、卒業論文
と卒業設計、両方の提出が必須です。

卒業論文
工学部の場合、学科単位、複数の研究室合同、研究
室内などのいずれかで卒業論文発表会が行われます。
一人5～20分程度でパワーポイント等を使ってプレゼ
ンテーション。質疑応答もあります。

卒業論文発表会
比較的少人数の学生が先生の指導のもとに研究発
表、ディスカッション、論文紹介を行います。形式、
内容、時期はさまざまです。

ゼミナール（通称：ゼミ）

博士号を取得した研究者のことです。

ポストドクター
（ポストドクトラル・フェロー）

この研究室では、真の豊かさと快適さ
を追及し、私達の日常生活において違和
感なく溶け込むICT（Information &
Communication Technology）、具体的に
は「ソフト認証」「データマイニング」
などの研究を進めています。この日常生
活を陰ながら支える機能を「妖精IT技術」
と称しています。
この技術を活用するために、不安や違

和感、威圧感を軽減するように、愛嬌や
しぐさに「ほっ」とするような存在であ
る犬型ロボットのAIBO（アイボ）を研
究に採用しています。AIBOは外部との
コミュニケーターとしても活躍し、イン
ターネット上の天気や運勢を教えてくれ
たりします。莫大な知識をどううまく整
理して音声などでAIBOに伝えさせるか
が研究においてとても重要になります。

大学院生の武都さんの研究キーワード
は「情報の粒度」。誰かに何か情報を伝
える際に、基礎知識のある人には情報を
省略したり、ない人には必要な情報を補
足したりするように、意識的に、または
無意識的に調整される情報の表現の細か
さや粗さを「情報の粒度」と呼び、どの
程度の粒度を用いれば情報が最も良く伝
わるか、ある情報を伝えるためにはどの
ような表現をすべきか、といったことを
研究しています。情報社会では莫大な情
報に振り回され、情報を有効に使えない
ことがしばしばありますが、「情報の粒度」
を用いれば、必要なデータだけを整理・
抽出し、効率よく知識を提供したり得た
りすることができるようになるのです。
武都さんは、実験用のデータを加工し

たり、プログラムを作成したりすること
に多くの時間を使っています。ただ、プ
ログラムを作成すれば良いわけではな
く、作成するためのプロセスとして自分
の研究に関わる論文や文献を調べます。
自分の研究分野の最先端の知識や新しい
視点を学んだ上で、自分の研究成果を論
文にまとめて国内外の専門誌や学会誌に
投稿しています。
工藤先生には研究の方向性について指

示を受けたり、自分のアイデアや実験結
果などを報告したり、コメントをもらっ
たりしています。それ以外でも、他の先
生や先輩・後輩とのディスカッションを
積極的に行う機会があるそうです。時に
は研究、勉強以外の話題で盛り上がった
内容から研究のヒントとなるアイデアが
出てくることもあるそうです。

必要な情報だけを効率よく

AIBOを研究に採用

▲「固体を叩いたときに波打つ
表面」つまり「池に石を投げ入
れたときに立つ波紋」と同じよ
うなもの。［写真上］金極薄膜で
覆われた結晶面における弾性表
面波（波紋）［写真下］微小金
ピラミッド列における弾性波。

Journal of Advanced Computational Intelligence
and Intelligent Informatics (JACIII) (Vol.10
No.5,pp.666-672)に武都さんの論文が掲載さ
れました。武都さんは学会にも参加していて、
平成17年にはカナダの学会にも行ったそうです。
学会では最先端の研究に触れ、より良い研究の
ために新しい知識を得ています。

海外の専門誌に論文掲載！

燃料電池とは、水素や天然ガスなどの燃料から（燃焼させずに）直接電気エネ
ルギーを取り出す装置のことで、高効率・クリーン排気を特徴としているがコ

ストや耐久性が研究課題となっている。当面は、化石燃料から水素を製造する方法がとられるが、
燃料から水素を取り出す際に発生する炭酸ガスを分離し、それを油田等に埋設する「炭素固定化技
術」が普及すると、炭酸ガスを放出しない極めて有望なエネルギー変換機になると期待されている。

燃料電池とは…

す。このアノード側に「水素」を、カソー
ド側に「酸素」を供給することにより「電
気」と「水」を生成し、発電を行います。
燃料電池は氷点下ではさまざまな要因で

性能が非常に悪くなります。そのようなと
きに燃料電池内でどのような現象が発生し
停止するのか、そのプロセスを明らかにし
て外部からの助けなしに低温からの自立起
動を可能とする構造・起動手法を確立する
ことを最終目的として研究しています。
福井さんと同研究室の吉田さんは、研究と
は別に、学生のための手作りカートレース
「学生フォーミュラ」という大会に北海道代
表として参加しようと計画を練っています。
今はまだ構想段階ですが、ふたりを筆頭に
集まった他の研究室のメンバーたちは、次の
大会に向けて張り切っ
ています。

この研究室では、人類が直面している
「エネルギー資源の枯渇」と「地球環境の急
速な変化」という重大な危機に対して、そ
の解決に必要な「エネルギーの高効率利用」
および「炭酸ガス排出量の削減」を目ざし
て、技術

．．
と社会システム
．．．．．．

の2つの視点から研
究を進めています。
例えば、技術面では、車などに使われて

いるディーゼルエンジンのエミッション低
減や、新しい技術として期待されている燃
料電池の性能向上。社会システムでは、電
力会社などのエネルギー生産側と都市内需
要側がエネルギーを協調的に融通し合い、
炭酸ガス削減に取り組んでいくエネルギー
ネットワークについてです。
燃料電池を自動車および一般家庭でも使

用できる実用装置としてシステム化する研
究に取り組む、日本でも数少ない大学の研
究室です。

この研究室に所属する大学院生の福井さ
んは、当初自動車の研究、特にエンジンの
研究がしたかったのだそうです。エンジン
を対象にしている研究室は他にもあるので
すが、その中でも消費者の自動車選好モデ
ルの研究、燃料電池、コジェネレーション
ネットワークシステムや半導体などと研究
対象が幅広く、とにかく面白そうな研究室
だと思い、選んだそうです。また、研究室
紹介のときに先輩方が「とても自由な」研
究室ライフを送っている雰囲気を醸し出し
ていたから、とも言います。
現在、福井さんはさまざまな種類がある

燃料電池の中でも、特に自動車用などに期
待されている「固体高分子形燃料電池」を
取り上げ、その氷点下での起動特性につい
て研究しています。
固体高分子形燃料電池は、「高分子電解質

膜」を「アノード」と「カソード」と呼ば
れる2つの電極で挟んだ構造となっていま

実用化研究では国内有数？！

氷点下でも使用できる燃料電池を
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▲「学生フォーミュラ」の構想は、メンバーの和気あい
あいとした会話の中で膨らみます。（右は2006年の大会
パンフレット）

▲固体高分子形燃料電池をステンレス板で挟んだ単
体。カソード側の電池内部で生成する凝縮水の様子を、
直接観察することができます。

用語
解説

▲AIBOに話しかけると、声をデータに変換・処理し、逆にデ
ータ化された情報を音声に変換し、応えてくれます。

▲日本基督教団函館教会
▼［写真左］揺れの測定風景［写真右］北海道庁旧本庁舎
（赤レンガ庁舎）のシミュレーション画面

▲冬の北海道では、体の芯から温まる鍋が一番。楽しい
ひと時に、研究室の先輩・後輩のつながりも深まります。

物体は外からの力が加わると変形し、その
力が取り除かれると元の形に戻ろうとします。
その性質を「弾性」と呼びます。一瞬だけ力
を加えてすぐに取り除くと、物体は振動を
はじめます。これを弾性振動と呼びます。
一般的にこのような弾性振動は物体内を波
動として伝わります。これが弾性波と呼ば
れるものです。日常私たちが聞いている
「音」も、空気を伝わる弾性波です。この研
究室では、固体・液体中を伝わる弾性波に
ついて主に実験的な研究をしています。
弾性波は物質ごとに決まった速度で伝わ

るので、適当な形状・大きさの物体におけ
る弾性波の共鳴によって、特定の周波数の
弾性波だけを発生させることができます。
楽器はすべてこの応用例と言えるでしょう。
また、人間の体に弾性波の一種である超音波
を伝播させると、体内の臓器で反射されて
戻ってきます。病院で行われる超音波検診で
は、この反射波を適切に解析することによって、
体内の様子を「見る」ことができるのです。
この研究室の研究対象は、数マイクロメ

ートル（100万分の1メートル）から数ナノ
メートル（10億分の1メートル）の波長を持
つ超音波と呼ばれる周波数範囲の弾性波で
す。このような弾性波がごく微細な構造を
持つ試料中をどのように伝わるのかを、最
新のレーザーを用いた超高速分光と呼ばれ
る方法で調べています。
例えばマイクロメートルの構造物を伝わ

る弾性波を、水面を拡がる波紋を見るよう

「音」も弾性波

▲世界化学工学会議でも発表。（平成17年7月イギリスにて）

▲Best Student Paper Award受賞記念品を手にして、会場
スタッフでもある国立清華大学の学生達と。

4学科16コースで構成される工学部ですが、個別の分野を実際に研究している研究室は100を超えます。

「そんなにあったらどこに進んでいいかわからない」という人のために、

学生編集委員がおすすめの研究室を各学科からひとつだけ選んで突撃取材し、

どんな人々が、どんな研究をしているのか、

また、その研究は私たちの未来をどう変えるのかを紹介します！




